
 

がんに関する教育の推進について 

 

 

１ 国が定めた「がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針（平成 30 年 7 月 31

日）」に、「がん教育について、当該医療圏における学校や職域より依頼があった際

には、外部講師として医療従事者を派遣し、がんに関する正しい知識の普及啓発に

努めていることが望ましい。」との指定要件があることなどから、各がん診療連携

拠点病院等におかれましても、がん教育の推進に努めておられることと存じます。 

 

２ このたび、がん教育を所管する兵庫県教育委員会事務局体育保健課から県疾病対

策課に、「がん教育に関する外部講師のリスト化に協力いただきたい」旨の依頼が

ありました。 

 

３ 県としては、法律や条例等にがん教育の推進を謳っていることから、外部講師の

リスト化に協力することとしました。 

 

４ 後日、県疾病対策課から各がん診療連携拠点病院等へ、外部講師候補者の選出に

関する照会文書を発出する予定です。 

 

５ 各がん診療連携拠点病院におかれましては、ご多忙のところ誠に恐縮ですが、ご

理解、ご協力を賜れば幸いです。 



 

令和元年度 都道府県がん診療連携拠点病院 PDCA ｻｲｸﾙﾌｫｰﾗﾑ（報告） 

 

１ 日 時 

  令和 2 年 2 月 8 日（土） 13:30～17:00 

 

２ 場 所 

  国立がん研究ｾﾝﾀｰ築地ｷｬﾝﾊﾟｽ 研究棟大会議室 

 

３ 開催目的 

  がん診療連携拠点病院のがん医療の質を向上することを目指し、都道府県内の

PDCA ｻｲｸﾙ確保に資する情報共有の場として本ﾌｫｰﾗﾑを開催する。 

 

４ 他府県の事例 

都道府県名 事 例 内   容 

神奈川県 がん薬物療

法ﾋﾟｱﾚﾋﾞｭｰ 

○平成 29 年 11 月 神奈川県がん診療連携協議会に 

「がん薬物療法部会」を設置 

○平成 30 年度 がん薬物療法ﾋﾟｱﾚﾋﾞｭｰ活動開始 

○これまで 6 施設でﾋﾟｱﾚﾋﾞｭｰを実施 

山口県 緩和ケア部

会ﾋﾟｱﾚﾋﾞｭｰ 

○平成 30 年度 緩和ｹｱﾁｰﾑ研修会で、ﾋﾟｱﾚﾋﾞｭｰの実

施方法を協議 

○平成 31 年 1 月 21 日（月）山口大学医学部附属病

院において、緩和ｹｱ提供体制に関するﾋﾟｱﾚﾋﾞｭｰを

実施 

○平成 31 年度は B 病院で実施 

千葉県 PDCA ｻｲｸﾙ

専門部会 

○千葉県がん診療連携協議会に「PDCA ｻｲｸﾙ専門部

会」を設置 

○「PDCA ｻｲｸﾙ専門部会」が、他の部会に対して、

県単位の PDCA ｻｲｸﾙを回すことを求め、実施状況

を把握 

愛知県 がん診療連

携協議会 

○愛知県がん診療連携協議会 PDCA 部会が、PDCA

ｻｲｸﾙ標準化（雛形）の取り組み 

 



令和元年度がん教育総合支援事業

第4回がん教育に関する協議会
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0がん教育に関する政府と文部科学省のスケジュール
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成

・専門医等の講
←'師派遣
イ教職員用研修
会の開催など

◆新学習指導要領に対応したがん教育の普及・啓発
◆地域の実情に応じたがん教育の実施

<取組例(平成30年度実施予定)>
0新学習指導要領及ぴそれぞれの地域の実情に応じたがん教育の取組を支援。

,がん教育総合支援事業の実施[委託事業]

0新学習指導要領を踏まえた教員や外部講師の質の向上。
・教員、外部講師に対する実践的ながん教育研修会の実施

0先進事例の全国への普及・啓発。
・先進事例の紹介等を行うシンボジウムの開催
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がん教育は、健康教育の一環として、がんにっいての正しい理解と、がん患者や家族などのがんと向きあ
う人々に対する共感的な理解を深めることを通して、自他の健康と命b大幼をにっいて学ぴ、共に生きる社
会づくりに寄与する資質や能力の育成を図る教育である。

(わがんにっいて正しく理解することができるようにする。

がんが身近な病気であることや、がんの予防、早期発見・検診等にっいて関心をもち、正しい知識を
身に付け、適切に対処できる実蔑力を育成する。余た、がんを通じて様々な病気にっいても理解を深
め、健康の保持増進に資する。

(2)健康と命の大切さにっいて主体的に考えることができるようにする。

がんにっいて学ぶことや、がんと向き合う人々と触れ合うことを通じて、自他の健康と命の大切さに気
づき、自己の在り方や生き1ぢを考え、共に生きる社会づくりを目指す態盧を育成する。

がん教育について

学校における健康教育の中で、がんそのものやがん患者に対する理解を深めることが重要である。そのた
め、ー*.のでがん*こXにより、がんやがん患者に対する正しい理兪と認識
を傘ぴ、ムこ、卸こ'ξ二.ξ
匡2^を促す。

^^^^^^^^^^^^^^^^^^

★小学校での目標★

生命がかけがえのないものであ
ることを知り、今ある命を大切にし
て精一杯生きょうとする心情を育て
ること。

保健.保健体育(新学習指導要領小学校R2~中学校R3~高等学校R4~)/
・喫煙、飲酒、薬物乱用と健
地域の様々な保健活動の取組

※上記の学年

^^^^^^^^^^^^^^^

☆中学校での目標★

②特別活動・総合的な学習などの時間

がんについて関心をもち、がんの
疾病概念や予防等について正しい
知識と、自ら健康的な生活を実践
しようとする態度を身につけること。
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(1)補助教材:教師用指導参考資'斗
(2)映像教材

①がん博士の「がんについての
基礎知識
②「がんと生きる」
エピソード1:がん経験者男性

エピソード2:がん経験者女性

(3)ワークシート

,生活習,'よ'の
・喫煙、飲酒、薬物乱用と健康
・個人の健康を守る社会の取組

^^^

小学校

・項目は、主としてがんにっいて関連する内容が記載

^^^^^^^^^^^^^^^^^^

★高等学校での目標★

がんについて、課題の解決に役
立つ基礎的な事項及び、それらと
生活のかかわりを理解すること。
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・喫煙、飲酒、薬物乱用と健康'
・様々会保健治動や社会的対策!
・健康に関する環境づくりと社会参加/

中学校

スライド教材
①モジュール1:がんという病気⑥モジュール6:がんの治療で大切な
【15スライド】こと【11スライド】
②モジュール2:日本のがんの⑦モジュールフ:がん治療の支援【14
現状【12スライド】スライド】、
③モジュール3:がんの発生と進⑧モジュール8:がん患者のおもい【6
行【16スライド】スライド】。
④モジュール4:がんの予防【13 ⑨モジュール91がん患者とともに生
スライド】る社会【13スライド】

自

日五予

、Υ会やがん薮脊i之関する協議会で外部講師両ば教材を検討中立.葬寺§1、ニー"
6プ、

⑤モジュール5:検診の意味【12
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;かかっている人がいるかもしれません。

1 つらくなったり、かなしい気持ちに
なったりすることがあるでしょう。
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近くの先生に声をかけましょう。
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がん患者は何を望み

何を求めているの

だろう
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今、みなさんの中に、
大切な家族や友達が、「がん」に

かかつている人がいるかもしれません。'

'つらくなったり、かなしい気持ち1こ
,'なったりすることがあるでしょう。

そのときは、がまんせずに、
近くの先生に声をかけましょう。、
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中学校(案)%

感染している場合も早期治療で
治すこと力「できる
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説明赴受け、理觧した上でどのような

医擾を受けるか道択する
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中学校(案)%

左人にがんになつたこと寺

伝えたとき、「生活翠慣が
悪いからがん佗なつたんだ」

と、あつけらかんと言われました.

わたしは共働きで、妻と交代で食早を作つτいまし
た力f、常にバランスの良い食亭を心がけていたつも
りですし、雲も責められているような気持ちになり、

悲しくなりまレた.がんに対する誤解や決めつιナが
なくなればと思います.

^

黒■

^J
区■

^、

、;..団家族や友人に対して、がん患者
L'はさまざまな願いをもつている。

ふりかえり

ユ、、゛j

ーー

9

ι旦■畢罰よ"1

^隅E

/10.そ三三)

^

^^、、1_1

留瓢

吐'J

.,

'^

親艇【こがんになったことを
伝えたとき、「かわいそう」と
泣き出されてしまいました。
心配しτくれてあり力眺:いという
気持ちはあつたものの、親庶の態度に、もうわたし
1=治らないので1ガ'よいか、死を持つしかないのでは
ないかという矧寺ちになり嬉ち込みました.
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υ゛'

、や'

^^冒^

J

NO.(^

皿駆畢皿よ引

9

NO.々璽§)

家族や友人にがんを
これまで通り正しく理"尾
接してほしいしてほしい
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=
汀

し
ー
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高等学校(案)'4

力

今、みなさんの中に、
大切な家族や友達が、「がん」に:'1、

1かかつている人がいるかもしれません。

つらくなつたり、かなしい気持ちに.
なったりすることがあるでしよう。

そのときは、がまんせずに、
近くの先生に声をかけましょう。
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高等学校(案)%

゛臨 11

ぽうこうが

厚

/3

゛

一主ながんの種類と特徴など

黒幽島如」

'

乳がん

'."

・字吻内にがム^たまDができ畢.',.
,.しこ0や皮廃のく広御などの有無竜デエツクす覇

こどj至要'・" 、、ー

芋宮墾がん
子害体がん

/ノ'

NO,34

J

.テ容のがんには、テ官の入口偵部)1こできる右
のと.子宮本休俳部)1如邑石もの力物署.

.量郡にで6るものでは、初朋の段砧で1=虚状が
ないことが冊い.1寺に霊がなくても、 20闘竜
論世たら、2年に1回手宮がんの楼昨を受け吾

がんのできないところは

1」竺^委_うか

前立鳳がん

^

,

ことが艶められてし帰.

・雌断力珪が曽及しにことで、1前註課がんと峠断さ
れ●Aが増加しτいる、;ク゛、、ゞ""゛Υ

Jι

・、力寸'り進打レた明黄で巻通切「こ対Mすれぱ、、当常
Jの生だ電Rて窺け'ことがで皆る.,"',、ノ',ー

4

心臓の筋肉はほとんど細胞分裂しない
^

細胞の変異が起こらない
^

ーイ乢

心ι斡の筋肉
(心筋)

^、】1}1111牟叟簑耆聾戻1ための

誕肌1

生活習慣力C
がんの予防に
大事と知つて
いますよ!

/q

つ

NO' 46

「

でも、体がじょうぷ
だから気にしてません。
忙しくて、それどころ
じゃありませんよ・・
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ンふイ主なが充の種類ぞ特徴など・Lイ
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・主な脱悶はB紺及υC聖の肝瓣ウイルスの熟染で
島器. ..■■

・大温Φ飲覆の習慣も、'肝駐がんになるおそれが
品る.
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細胞の蛮界は
常{こ起こっており、
長い時間をかιナて
がんになります。
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@ どのような生活を送れば
よいのだろう
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ことが大胡です。

NO.3"ノ

JJ

^兇

NO.5'リ

竜^甲嗣゛'"

、:..f.,._・、;'、;を^,';・・・゛,しの雑拷・ 1
,,、.゛.、.J...ず.."..N'闘..

り(皀ン^す.;・,'::"'嘉,遇度な、.
'、、よ'、食事・:"、':':.'1、.」"ー^1" J

直

鼠ましい生活習慣を
していれば

がんにならないの?

J

'、ー^風.,、

勺rイ、

1'。ー"
き三

'i

NO.44

患

', t

「"ー}

1

、'"

子・'f:'・と

匡●1屑■削▲■貞町)●^●●叫●噛如二.,.,^尻コ●.,1r,●■●'■討■^鳳.●

;1

ノ

亀

J
 
、
キ
イ
.
゛
ー

.
 
J
 
翫
 
1
 
J
 
/

J
L
 
-
"
凡
ノ

、
生
:
,
゛
0

、
・
'
、
、
広
,
.
゛

^
・
・
・
、
 
0
,
゛
、
,
丸
.
一
^

一
之
^
、
^
、
^
ハ
益

一
之
.
ー
.
'
.
'
'
、

ノ
.
"
'

子
 
1
一
'
'
↓
、

-
 
J
 
一
乢

ノ
・
一

'
、

、
.
.
.
,
"
、
一
、
一
.

,
N
二

ハ
!
、
,
,
.
、

一
ン
'

ヒ
ン
ト

一
一
一
、
、

{
.器臓の

.

.

て
,

、
.
る
百

梦裂
一
冒
ノ

が
N

胞
力
・

一
陛
冒

ず
可
一
ク
ー

、
.
る
圃
:

丘

-
J

い
ー
.
'
.
)

、
;
ー
,
ν

'
、
゛
 
J
 
γ
し
、
ノ

J
五'

生

Ξ

舮

、
.

闇
,
゛
゛
゛

」
ι

、
ゞ
乢
ノ
ヤ

石

U
O

一
」

〕
、
゛

.

.'

、
 
J
 
.
』
、

、

キ
、

ん詞

り
、

氏J
ん5関

、
写

J
-

.
、

'
ー
゛
●
;
、
:

i
"
劃
.
主
上
.
'
,
、
ー
:
、
キ
'
:
手
ι
、

0

"

弌
、

0
 
.
一
.
一
,

戸
ゞ
、
,
、

r
゛

J
 
1
'

「
ル

冒
 
J
↓

ー
ノ

、
ミ
.
〕
、
^
、
一
刷
、

ゾ



高等学校(案)%

単

、

感染している場合も早期治療で

治すこと力Cできる

、.遺伝的
,{'、原因"

m

ユユ、

ニイ、
J.、

、1

,

,、 1

10

NO.55

細胞が
変異する

,'、左Jノミに12 ,,、、
J"J
冒
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'細菌'!.ー>
電ゴ

ウイルス
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こ、ゞ五,ゴ,ーゞ、子.サニ1・、t、武,、ト

'.生活習億、tξ遺伝的宍11
」6 ^^^^^』^■'^

がん検診の種類く1)

早期発見で治すこと力tできる

W呈
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NO.38

5年

生存軍凶

胃がん桟診
暫バリワム抽童
臂円鴇算抽壷

制電吋献:30皇凱上
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高等学校(案)%

i

.'→。J

1'べ手術が・'

?、、、化{

.がんの種類や状態などにより遡ヌ
●いくつかの治療法を組み合わせるこ

ともある

゛冒

.,.、
、、

」旦 「.'

討

イ
iH

(抗がん剤などの

',..

、イ

ι、

NO' Pユ

^」

「゛、

化学

^

抗がん剤などの薬により
がん細胞の増殖を抑える

▲

●副作用の可能性もあるが、'
最近では、通院で治療できる"ι、
場合も増えつつある_'气.

a勿'

N四.フ/

手術手術でがんを取り除く

J

●早期のがんなら数日の入院または通院
で治療できる

94

■体への負担1ネ大きいが、
内視鏡を用いた手術など、、ー、

負担を軽減する方法も'§f 、.
普及してきている

'科学的根拠に基づいた観点で、:'・・
現在利用できる最艮の治療である"'
ことが示されL1ある状態φ、・般的,1

'な患者さ冷に行われる_ととが推奨二
される治療荏いいます"ー_ニン弍二

-1 「J .。」.」. J●...'.■ノ,.+,、..、,"."

'ユ

NO,クタ

^、」

自分の病気・挨査・治擦など1こついて十分な
説明を受け、理解した上でどのような

医療を受けるか道択する

,

、匡圏 J ノ闇"■、.,

、'"、5、冨J ^J.Ξ1

,1'1-、L,1・""'・X..,総'!1
十分倉lt 当貌明の
J,;説明、、、,・一理解1

酉立がん棚究センターがん情報サーピス用鞠粛よ0"幽

do
.

i

NO,ク?

/JJ ..」

放射線

インフオームド'・コンセント

3S'

放§寸線でがんの
細胞を死滅させる

●通院で治療できる

●体への負担が比較的,'毛;、
少ない'

@盤凝器摺ξ訟

NO.90

.

.」.^

'711,

3S

.

、

,,、、 Y』、..、ーノ.、翫..、゛十別.乢1 ..゛
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語t匡師にょξ巨で異なる之七がある1'、

NP.ク'

ヒョ三一

●体が癌くてつらい
●将来のこと力坏安で

眠才1ナよい
●治猟の契用が心配など
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,1、それぞれφ分野の専門家が子心
チームで患者とそφ家族を支援11"

高等学校(案)%

.

1冒」

治駅並の
猶択を
助ける

,

鎚病面の
立概むする

40

解みを
取り畭く

1

緩和ケアは治療と並行して

早期から行われる

日世主価壮
取り填す

謡

が'■二"¥争亀塞

Nク,97

,

患者とその家族に対し

病気に伴う体と心の痛みを
和らげるための支援

"',1C皿甘昌^と爵ITしτ轄■,,星"1、輩乳叱■"甘τ割■赴覧亀0IC,

給

、1をン'

《巨)がんの治療や検査のために'、
2週閻に7度程度病院に通う必要がある

風・・僑

堤合、働きつづけられる環境だと思うか

4/

そう^う

1, J .'.コ

.,.

NO,92

家族や友人にがんを
これまで通り正しく埋解
接してほしいしてほしい

"

"申・゜悳、
【^^^,^

白

.

@四雙^'雙剣

肋'8タ

緩和ケアがあるときとないときの
体や心の状態を想像して考えよう

■●F゛^写゛^●●、●1■゛M,里●犀^

44

掲み{こよる

気力や体力の消耗を
防ぎ治療忙取り組む

カカ匂つく

NO.//0

N

゛

4■

治癒中も
自分らしい生活を
続けることが

できる

NO. rog

@
がん患者力嘆らしやすい社会

L劃杢七gl_ような社会だろう
営業の仕事で働いていました力「、

錨
30代でがんとわがり、手術と
抗がん剤治療巻受けました.
今も定期的1こ病院ιこ行コて件伽を
^レています。

#カカ喫りきらず、仕事を榔ナる

こと力竪しくなり、退忌せざるをえませんでした.
好きな仕事だコたので、本当ιこ残念Cした。
ただその後、病^ことを理解しτくれる嵐堤と出会し、
今1*、件瑪を優先して働くことができていまず.
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周囲の理解が
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がんの治療に
協力を据られる
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ような支援または配慮を、

上の関係者から受けたと思うか
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私ふりかえか1、'ーー>

二団染鱗恩淡誓叛謙い1

高等学校(案)%
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食事、適度な運動、適正体重
の維持。

材感染検査やがん検診を受ける
こと。
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ーポイント

"・症状がなくても検診を受ける

ご・症状がある場合{ネ速やかに病院へ

ふりかえり③

,:

扮団すぺての人ががんにつぃて
"正しく理角¥することが、だれ

も力管らしやすい社会につな
がる。論'ι

.
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ふりかえり②̂

冒治療法は主に3つある。
(手術、^寸線、化学)

団治療法を理解し自分で

選ぷという意識が大切。
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於団がん患者とその家族に対して
、苦痛を和らげるよう支援する
妙ことが大切。
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